
鹿児島県出水市
広
報

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
3主な内容

No. 72

世 帯 数 2 万 4，426
人　 口 5 万 6，016
男 2 万 6，245
女 2 万 9，771

出　 生 50
死　 亡 72
転　 入 89
転　 出 86

（２月 1 日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比
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休日窓口を開設………………………………………………… ４
後期高齢者医療保険料率が引き上げ………………………… ５
市民大学で学ぼう………………………………………… ６～７

2012（平成24年）
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（−19）
（−３）
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( 公開武家屋敷「竹添邸」にて２月４日撮影 )

「幾歳も変わらぬ笑顔のひなまつり」
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

事業所ごみ

家庭ごみ

人口出水市

人口阿久根市

人口長島町

　　

出水市・阿久根市・長島町『 ご み 減 量  大 作 戦 』を決行！
ご
み
減
量
化
に
向
け
て

　　

な
ぜ
今
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
資
源
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
限
り
あ
る
資

源
を
節
約
し
、
同
時
に
ご
み

処
理
に
係
る
費
用
の
削
減
等

の
た
め
に
一
層
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
ご
み
減
量
の
推

進
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
出
水
市
・
阿
久

根
市
・
長
島
町
で
は
、
ご
み

そ
の
も
の
の
発
生
を
抑
え
た

り
、
再
利
用
し
て
ご
み
と
し

て
処
分
す
る
も
の
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
で
、

数
多
く
の
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
２
市

１
町
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み

の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
ご
み

減
量
大
作
戦
」
の
展
開
を
宣

言
し
ま
す
！

ごみを減らせばどうなるの？
☆　地球温暖化を防げます！
☆　ごみ処理に係る費用を減らせます！
☆　埋立処分場を長く使えます！
☆　新焼却施設の規模・経費縮小が見込めます！

　現在もリサイクルにつきましては、ご協力をい
ただいているところですが、適切に分別すれば資
源として有効利用できるものが、まだ見受けられ
るようです。さらなる分別へのご協力をお願いし
ます。
　また、燃やせるごみの中でも水分量の多い生ご
みを捨てる場合には、十分な水切りをされるよう
お願いします。

　事業所から排出される一般廃棄物は、家庭ごみ
のステーションに出すことはできません。分別し
て環境センター、リサイクルセンターに持ち込む
か、一般廃棄物の収集運搬許可を持つ業者に依頼
し、適正に処理をされるようにご協力をお願いし
ます。
　可能な限り、家庭ごみと同様の分別をお願いし
ます。

さぁ！　今日からやってみよう！

年
々
や
や
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
可
燃
物
の
中

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
紙
類
な
ど
、
不
燃
ご
み

の
中
に
は
、
ア
ル
ミ
缶
や

ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
分
別
す

れ
ば
資
源
に
な
る
も
の
も

混
入
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、事
業
所
ご
み（
事

業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
一

般
廃
棄
物
）
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
再
生
可
能
な
段

ボ
ー
ル
、
紙
類
、
缶
、
ビ

ン
類
等
の
混
入
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
量
に
つ
い

て
は
、
分
別
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
方
向
に
転
換
し

た
こ
と
で
、
構
成
市
町
全

体
で
見
る
と
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
減
量
で
き
る
余
地
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
に
お
い

て
、
徹
底
し
た
ご
み
の
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先
　本庁市民生活課　　（☎６３−４０４２）
　北薩広域行政事務組合（☎８４−４８１５）
　　環境センター 【可燃物】（☎７５−０７３９）
　　リサイクルセンター 【不燃物・資源物】（☎ ８４−４１１１）

ごみ処理の現状

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

出水市
家庭ごみ 10,911t 10,629t 10,007t 9,908t 9,933t

事業所ごみ 8,630t 7,097t 6,565t 6,628t 6,825t
人口 57,997 人 57,561 人 57,106 人 56,525 人 56,032 人

阿久根市
家庭ごみ 4,291t 4,241t 4,155t 4,140t 4,074t

事業所ごみ 3,248t 3,236t 3,187t 3,174t 3,213t
人口 24,951 人 24,595 人 24,206 人 23,887 人 23,526 人

長島町
家庭ごみ 1,491t 1,531t 1,432t 1,544t 1,630t

事業所ごみ 774t 810t 699t 747t 788t
人口 12,548 人 12,043 人 11,892 人 11,751 人 11,666 人

　

現
在
、
出
水
市
、
阿
久
根

市
、
長
島
町
の
ご
み
は
、
２

市
１
町
で
構
成
す
る
北
薩
広

域
行
政
事
務
組
合
で
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、

構
成
市
町
全
体
で
見
る
と
、

住民の皆さま！ 事業所の皆さま！
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例
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
は
、
引
越
し
な
ど
に

よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
た

め
、
担
当
窓
口
が
大
変
混
み
合
っ

て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
は
、
こ
の
時
期
の
窓

口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休

日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
他
の
市
町

村
で
も
同
様
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
日
時
・
取
り

扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
日
時

　

３
月
31
日（
土
）

　

４
月
１
日（
日
）

　

両
日
共
に
午
前
８
時
30
分
～
正

　

午　

午
後
１
時
～
同
５
時
15
分

開
設
窓
口

　

本
庁
市
民
生
活
課
・
高
尾
野
支

　

所
市
民
福
祉
課
・
野
田
支
所
市

　

民
福
祉
課
の
各
窓
口

取
り
扱
い
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き（
転
入
・

転
出
・
転
居
の
届
け
出
の
受
け

付
け
）お
よ
び
住
所
変
更
に
伴

う
諸
手
続
き

○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出
の
受

　

け
付
け

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関

　

係
の
証
明
、
発
行
事
務（
住
民

　

票
写
し
の
広
域
発
行
は
除
く
。）

※
他
の
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
日
処
理
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

記
載
し
て
い
る
取
り
扱
い
業
務

以
外
に
つ
い
て
は
取
り
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）   

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

　

生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行

（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
）な
ど
の
金
融
機

関
、
税
務
署
の
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人

事
業
者
）の
納
税
は
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
り
替
え
ら
れ
る「
振
替
納

税
」が
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た

場
合
ま
た
は
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
納
付
期
限

の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
つ
い
て
詳
し
く
は
出

水
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、
２
年
ご
と
の
保
険
料

改
定
に
当
た
り
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
の
保
険
料
率
の
引

き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
定
さ
れ
た
保
険
料
は
皆
さ
ま

の
医
療
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
が
増
え
る
理
由

○
被
保
険
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療

　

費
が
増
え
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
対
策　

○
剰
余
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

○
鹿
児
島
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　

財
政
安
定
化
基
金
を
活
用
し
ま

　

し
た
。

保
険
料
を
軽
減
す
る
措
置
の
継
続

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
や
被
用

　

者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

　

方
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
現

　

行
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
。

所
得
に
応
じ
た
軽
減

○
均
等
割
額
の
軽
減

　

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
お
よ
び

　

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応

　

じ
て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

　

す
。

○
所
得
割
額
の
軽
減

　

前
年
中
の
所
得
額
が
91
万
円
以

　

下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５
割

　

軽
減
と
な
り
ま
す
。

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
ご
家
族

等
）で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均
等
割

　

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
年
間
の

　

保
険
料
は
４
８
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合

　
（
☎
０
９
９
―
２
０
６
―
１
３

　

２
９
）

３
月
31
日
㈯
・
４
月
１
日
㈰
休
日
窓
口
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
所
変
更
な
ど

平
成
23
年
分

確
定
申
告
分
の
納
税
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　　申告所得税　　　　　　　３月１５日（木）　
　　消費税および地方消費税　４月　２日（月）

個人事業者の納税期限

個人事業者の振替納税日
　　申告所得税　　　　　　　４月２０日（金）　
　　消費税および地方消費税　４月２５日（水）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
が
改
定＜　保険料の軽減措置　＞

軽減判定所得（注1）が
次の金額（年額）以下の世帯 軽減割合 軽減後の

均等割額

３３万円、かつ世帯の被保険者全員が年金
収入８０万円以下で他の所得がない ９割軽減 ４，８００円

３３万円（上記以外の被保険者） ８. ５割軽減 ７，２００円

３３万円＋
（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）
※単身世帯の方は該当しません

５割軽減 ２４，２００円

３３万円＋（３５万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 ３８，８００円

（注 1）基本的に総所得金額等と同じですが、６５歳以上の方の公的年金等に係
る所得については、年金所得から特別控除（１５万円）を差し引いた金額にな
ります。

＜　住所変更の届出　＞

届け出 届 け 出 期 間 届 け 出 に 必 要 な も の

転入届 新しい住所に住み始めた
日から１４日以内

○前住地の転出証明書
○国民健康保険証、国民年金手帳
　（加入者のみ）

転居届 新しい住所に住み始めた
日から１４日以内

○国民健康保険証、国民年金手帳
　（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

転出届 転出日（予定日）の前後
１４日以内

○国民健康保険証、国民年金手帳
　（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○印鑑登録証（登録者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

＜　保険料率等の比較　＞

区　分 平成２３年度の保険料率等
（改正前）

平成２４年度の保険料率等
（改正後）

所 得 割 率 ８．６３％ ９．０５％

均 等 割 額 ４５，９００円 ４８，５００円

賦課限度額 ５０万円 ５５万円

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
要
介
護
者
等（
寝
た
き
り
高

齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど
）で
歯
科
医
院

へ
の
通
院
が
困
難
な
方
に
対
し
、
訪
問
に
よ
る
歯
科
診
療
お

よ
び
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
は
健
康
保
険
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
ま
た
は
、
出
水
郡

歯
科
医
師
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局

　
（
こ
じ
ま
歯
科
医
院
内
）

　
（
☎
�
４
６
１
８
）

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

訪
問
歯
科
診
療

➡
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出
水
市
公
開
武
家
屋
敷
で
は
、

現
在
、
ひ
な
飾
り
を
展
示
中
で
す
。

雅
で
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
を
眺
め

な
が
ら
お
茶
を
一
服
し
ま
せ
ん
か
。

日
　
時　

３
月
３
日（
土
）、
同
４

　

日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

出
水
市
公
開
武
家
屋
敷

　
「
竹
添
邸
」

定
　
員　

両
日
と
も
先
着
50
人

料
　
金　

３
０
０
円（
お
菓
子
含

　

む
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

南
九
州
に
春
を
告
げ
る「
篤
姫

の
ひ
な
ま
つ
り
」。
今
年
も
２
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
２
カ

月
間
、
大
河
ド
ラ
マ
で
も
脚
光
を

浴
び
た
薩
摩
の
姫
君「
篤
姫
」を
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ひ
な
飾
り
の
お
目
見
え
に
あ
わ

せ
て「
ひ
な
御
膳
」
や「
ひ
な
ス

イ
ー
ツ
」を
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
ま
た
、
県
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
や
施
設
で
、
雅
で

華
や
か
な
ひ
な
飾
り
が
飾
ら
れ
る

ほ
か
、
各
地
域
で
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雅
で
楽
し
い「
篤
姫
の
ひ
な
ま

つ
り
」に
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

市
内
の
催
し

　

出
水
市
公
開
武
家
屋
敷「
竹
添

邸
」「
税
所
邸
」で
ひ
な
飾
り
を

展
示

ひ
な
ま
つ
り
グ
ル
メ
店

○
ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ

　

シ
ョ
ナ
ル
出
水

○
ホ
テ
ル
キ
ン
グ
○
味
処　

魚
松

○
仲
町
食
堂

問
い
合
わ
せ
先
　

　

観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
事
務
局（
県
庁
観
光
課
）

　
（
☎
０
９
９
―
２
８
６
―
３
０

　

０
８
）

　　

　

毎
年
、
春
分
の
日（
彼
岸
の
中

日
）と
そ
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
県
三
大
市
の
一
つ
、「
中

の
市
」（
別
名「
そ
ば
市
」）が
、
今

年
は
３
月
20
日（
火
・
春
分
の
日
）、

21
日（
水
）の
両
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

高
尾
野
駅
前
通
り
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
る
ほ
か
、
高
尾
野
駅
前
交

差
点
を
中
心
と
し
て
東
西
南
北
約

１
㌔
に
わ
た
っ
て
歩
行
者
天
国
と

な
り
、
３
０
０
軒
ほ
ど
の
露
店
が

並
び
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

北
薩
の
春
の
風
物
詩
に
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

　

３
月
20
日（
火
・
春
分
の
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

同
21
日（
水
）午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
７
時

場
　
所　

　

高
尾
野
駅
前
中
心
部
商
店
街

※
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
「
中
の
市
」実
行
委
員
会（
鶴
の

　

町
商
工
会
本
所
内
）

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
産
業

　

振
興
グ
ル
ー
プ（
☎
�
５
４
２

　

３
）

　

第
８
音
楽
隊
は
、
編
成
人
員
40

人
を
も
っ
て
昭
和
32
年
12
月
に
創

設
さ
れ
、
隊
員
の
士
気
高
揚
、
儀

式
の
た
め
の
奏
楽
、
広
報
の
た
め

の
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
広
報
演
奏
に
お
い
て
は
、
自

衛
隊
と
国
民
の
皆
さ
ま
と
の
架
け

橋
と
な
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
至

る
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏

を
行
い
ま
す
。

日
　
時　

３
月
10
日（
土
）

午
後
６
時
～
同
８
時

　

同
５
時
開
場

場    

所　

文
化
会
館

入
場
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室 

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ひ
な
ま
つ
り
盆

ぼ
ん

点だ
て

を
開
催

『
篤
姫
の
ひ
な
ま
つ
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

３
月
20
日
・
21
日
は
高
尾
野

『
中
の
市
』
へ

出
水
市
市
制
施
行
５
周
年
記

念
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

演
奏
会
を
開
催

竹添邸

新・ご当地グルメ「いずみ親子ステーキごはん」誕生一周年記念

「食」と「観光」フォーラム２０１２ in 出水
日　時　３月３日（土）
　　　　午後２時３０分～同５時
場　所　市中央公民館　小ホール
参加料　無料
プログラム
　事業報告　　いずみ親子ステーキごはん　この１年
　基調講演　　いずみ親子ステーキごはんの今後について
　　　　　　　　講師　　ヒロ中田　氏
　パネルディスカッション　
　　　テーマ　「食によるＯＭＯＴＥＮＡＳＨＩと地域連携について考える」
　　　コーディネーター　ヒロ中田　氏
　　　パネリスト　九州（宮崎、鹿児島、佐賀）で新・ご当地グルメの開発、運営に係わっている方々および
　　　　　　　　　熊本で活躍されている観光関係者

問い合わせ先
　いずみ親子メニュー推進協議会事務局（本庁観光交流課）
　（☎６３－４０５９）

ヒロ中田　氏
　　㈱リクルートじゃらんリサーチセンター
　　エグゼクティブプロデューサー

実売部数３万 5000 部（月間）だった『北海道じゃらん』を、12 万 5000 部（月間）
まで伸ばし、日本一読まれている雑誌（ビデオリサーチ社「閲読率ランキング
日本一」）に育て上げ、カリスマ編集長として活躍。その後は、地場産の食材に
徹底的にこだわった企画開発型の「新・ご当地グルメ」のプロデュースを多数
手がけ、食のプロデューサーとして全国を回る。主な「新・ご当地グルメ」に、

「富良野オムカレー」「オホーツク北見塩やきそば」「別海ジャンボホタテバーガ
ー」「日南一本釣りカツオ炙り重」「いずみ親子ステーキごはん」「境港新かにめ
し」「有田焼五膳」「苫小牧ホッキ炙りめし」などがある。

講師紹介

市立図書館　「リサイクルデー」　を開催

　市立図書館では、保存期間が経過した雑誌と、除籍対象となった本
を有効活用するため、市民の皆さまに無償でお譲りする「リサイク
ルデー」を開催します。
　

問い合わせ先　中央図書館（☎６３－２１０５）

雑誌リサイクルデー
日時　３月４日（日）
　　　午前９時～午後６時
場所　中央図書館　ロビー
内容　週刊誌・月刊誌など約９００冊
※お一人さま１タイトルにつき２冊、合計５冊までとさせていただ
　きます。　

ブックリサイクルデー
日時　３月１０日（土）、１１日（日）
　　　午前９時～午後６時
場所　中央図書館　研修室
内容　絵本、小説（文庫本・ハードカバー本）、実用書など
　　　約４８００冊
※無くなり次第終了します。

名護新鮮おさかな市は、毎月第２土曜日午前１１時
から名護漁港で開催！！

３月の開催は１０日
出水ふれあい市は、毎月第４土曜日午前９時から出
水公会堂周辺で開催！！

３月の開催は２４日

九州新幹線全線開業 1 周年記念　
　　第 48 回ツルを送る祭り
日　時　　３月１７日（土）
　　　　　正午～　飲食ブース
　　　　　午後１時～　ステージイベント
　　　　　午後６時 30 分～　歌謡大会
場　所　　出水公会堂
内　容　　○各出演者によるステージイベント　　
　　　　　○職場対抗歌謡ショー
　　　　　○大抽選会
　　　　　○出水市飲食業組合・川端通り会による
　　　　　　飲食ブース＆縁日ブース（15 店舗程度）
※昼の部のステージイベントの出演者募集中

食　券　　１，０００円（抽選会の応募用紙付き）
※当日は、飲食物の持ち込みを禁止します。会場
　にある飲食ブースをご利用ください。料理、飲
　み物の事前申し込みもできます。

問い合わせ先
　一般社団法人出水市観光協会事務局
　（出水駅特産品館　飛来里内）（☎７９－３０３０）
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市
政
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と

や
要
望
な
ど
の
通
信（
郵
送
）、
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

14
人

応
募
資
格

議
員
、
行
政
委
員
会
の
委
員
、

公
務
員
お
よ
び
自
治
会
長
で
な

い
方

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
ま
た
は
郵
便
は
が
き

　

に
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

　

年
齢
、
電
話
番
号
、
簡
単
で
結

　

構
で
す
の
で
応
募
の
動
機
を
明

　

記
の
上
、
は
が
き
の
場
合
は
表

　

に「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」と
朱

　

書
き
し
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接

　

持
参
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

３
月
30
日（
金
）

※
通
信
費
用
は
、
市
が
負
担
し
ま

　

す
。

※
モ
ニ
タ
ー
任
期
満
了
時
に
謝
礼

　

が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
地

　

区
ご
と
の
人
数
等
を
勘
案
し
て

　

選
考
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
、
決
定
者
の
み
に

　

通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・

　

男
女
共
同
参
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

奨
学
生
の
種
類
と
月
額　

一
般
貸
与
奨
学
生（
本
市
の
奨
学

金
の
み
を
受
け
る
者
）　

○
高
等
学
校
生　

　

１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
生

　

２
万
円
以
内

○
大
学
生
な
ど

　

４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

○
高
等
専
門
学
校
生

　

１
万
円
以
内

○
大
学
生
な
ど

　

１
万
８
０
０
０
円
以
内

応
募
資
格

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学

院
、
修
業
年
限
２
年
以
上
の
教

育
施
設
お
よ
び
専
門
学
校
な
ど

の
養
成
所
等
に
在
学
す
る
者

○
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

○
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
在

　

住
し
、
学
費
の
支
払
い
が
困
難

　

と
認
め
ら
れ
る
者

申
込
方
法

　

本
庁
教
育
総
務
課
お
よ
び
市
民

　

相
談
室
、
高
尾
野
教
育
支
所
生

　

涯
学
習
室
、
野
田
教
育
支
所
生

　

涯
学
習
室
で
３
月
１
日
か
ら
配

　

付
し
ま
す
所
定
の
願
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
推
薦
調
書

　

な
ど
を
添
え
て
、
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月
２
日（
月
）～
５
月
１
日　

　
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）　

　

県
が
設
置
し
て
い
る「
か
ご
し

ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」で
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
な
ど
社
会
生
活
を
円
滑
に
送

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
ご

家
族
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
常

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

３
月
24
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
７
時

場
　
所　

市
中
央
公
民
館

内
　
容　

○
相
談
会（
先
着
２
組
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
２
時
40
分

○
セ
ミ
ナ
ー（
講
演
会
）

　

午
後
３
時
～
同
４
時
５
分

　

演
題「
お
と
な
は
子
ど
も
・
若

　

者
に
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
の
だ

　

ろ
う
か
？
」

　

講
師　

清
原　

浩　

氏

　
（
臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ

　

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

○
相
談
会（
先
着
５
組
）

　

午
後
４
時
20
分
～
同
７
時

対
象
者　

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
不
登
校
・
ひ
き

　

こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ

　

ー
な
ど
の
保
護
者
お
よ
び
自
立

　

を
支
援
す
る
関
係
者
、
相
談
会

　

は
本
人
お
よ
び
保
護
者
。

費
　
用　

無　

料

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
17
日（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９
―

２
５
７
―
８
２
３
０
）

　

soudan-center@
hello.odn.

　

ne.jp

 

　

登
録
や
名
義
変
更
、
住
所
変
更
、

廃
車
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
ｃ

ｃ
以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車（
農

耕
作
業
用
、
そ
の
他
）な
ど
の
手

続
き
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
で
、
軽
自
動
車

（
６
６
０
ｃ
ｃ
以
下
）、
二
輪
小
型

自
動
車（
２
５
０
ｃ
ｃ
超
）、
軽
自

二
輪
車（
１
２
５
ｃ
ｃ
超
～
２
５

０
ｃ
ｃ
以
下
）な
ど
の
手
続
き
は

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
の
方
を
対

象
と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申

請
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
、
一
度
申
請
を
さ
れ
る
と
翌
年

度
以
降
申
請
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
23
年
度

の
軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
は
、
平
成
24
年

度
の
納
税
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ

び
各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
平
成
24
年
度
軽
自
動
車

税
の
免
除
申
請
受
付
期
限
は
４
月

24
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
免
除
申

請
に
必
要
な
も
の
は
障
害
者
手
帳

等
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、
印

鑑
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ（
☎
�
４
８
１
２
）

　

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
９
９
―
２
６
１
―
４
０

　

１
１
）

　

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
の
両

立
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
を
目

指
し
、
７
月
１
日
か
ら
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
が
全
面
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
適
用
が
猶
予

さ
れ
て
い
た
従
業
員
が
１
０
０
人

以
下
の
事
業
主
に
も
次
の
制
度
が

適
用
に
な
り
ま
す
。

○
短
時
間
勤
務
制
度

○
所
定
外
労
働
の
免
除

○
介
護
休
暇

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
均
等
室　

　
（
☎
０
９
９
―
２
２
２
―
８
４

　

４
６
）

　

鹿
児
島
労
働
局　

検
索

　　

３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で
、

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用
防
止

強
調
月
間
で
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
者
は
、

身
体
や
精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、
幻

覚
や
知
覚
異
常
を
起
こ
し
、
凶
悪

事
件
を
引
き
起
こ
す
な
ど
社
会
に

与
え
る
影
響
も
極
め
て
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

薬
物
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

平
成
24
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集

平
成
24
年
度
奨
学
生
を
募
集

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
の
協
力
施
設
を
募
集

P

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
を

開
催

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税

育
児
・
介
護
休
業
法
が
全
面

施
行

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
な
ど
の

乱
用
を
防
ご
う

市政モニター応募用紙
住　　所	
フリガナ		  　　　　　　　年齢
氏　　名		
電話番号	

（応募の動機）

４月から指定管理者制度を導入
中央公民館・文化会館・音楽ホール

　行政ニーズに対応して市民サービスの向
上を図り、効果的・効率的に管理運営を行
うことを目的に、平成２４年４月１日から

「指定管理者制度」を導入します。
　施設貸し出しの方法・料金・休館日（第
３月曜日）などについては、従前のとおり
で変わりません。
　
　指定期間
　　平成２４年４月１日
　　　～平成２７年３月３１日（３年間）
　指定管理者
　　株式会社トシヒロ
　問い合わせ先
　　市中央公民館内生涯学習課
　　（☎６３－２１０６）　

　

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制

度（
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証

制
度
）と
は
、
公
共
施
設
や
店

舗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
る
身
障
者
用
駐
車

場
を
適
正
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢

の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
歩
行

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対

し
て
、
県
内
共
通
の「
身
障
者

用
駐
車
場
利
用
証
」を
交
付
す

る
こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
人

の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
図
る
制
度
で
す
。

　

市
内
で
は
、
１
月
31
日
現
在

65
施
設
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

本
制
度
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
施
設
を
募
集
し

ま
す
。
協
定
書
締
結
後
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
協
力

施
設
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局

　

地
域
保
健
福
祉
課（
☎
０
９ 

　

９
６
―
２
３
―
３
１
６
６
）
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平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
予

定
で
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮

頸
が
ん
の
３
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
助
成
事
業
が
、
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
事
業
の
対

象
者
に
は
必
要
回
数
分
の
予
診
票

を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
が
、
発

送
は
４
月
下
旬
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
供
給
不
足
に

よ
り
接
種
が
遅
れ
た
こ
と
を
考
慮

し
、
平
成
23
年
度
の
高
校
１
年
生

に
つ
い
て
も
、
平
成
23
年
度
中
に

接
種
を
開
始
し
た
方
に
は
助
成
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

第
一
次
試
験
日

　

６
月
10
日（
日
）

受
験
資
格

○
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

○
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
さ

　

れ
た
方
お
よ
び
平
成
25
年
３
月

　

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
方

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
請
求
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
一
次

試
験
地
に
よ
り
申
込
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
し
込
め

ま
す
。

願
書
受
付
期
間

　

４
月
２
日（
月
）～
同
12
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
（
☎
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７

　

３
３
）

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　
（
☎
０
９
６
―
３
５
４
―
６
１

　

７
１
）

　

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費

助
成
事
業
が
継
続

 最先端のがん治療「粒子線治療」
　　指宿市にあるメディポリス指宿の「がん粒子線治療研究センター」で
は、平成２３年４月の本格稼動から、２００人を越える患者さんの粒
子線治療を実施してきました。
　治療部位別に見ますと、前立腺が最も多く、100人の患者さんの治
療を行いました。
　「粒子線治療」は、がん病巣にピンポイントに照射ができることから、
副作用を最小限に抑えることができ、治療中は、熱や痛みを感じるこ
とがないため、高齢者にも優しい治療法です。また、がん治療を行う
施設とリゾート施設を融合した「医療リゾート」での治療は、患者さん
それぞれのライフスタイルに合わせて、治療を受けることができます。

治療症例実績（2012 年１月24日現在）

前立腺 100 頭頸部 10

肺 42 膵臓 ６

肝臓 26 その他 15

腎臓 ２ 合計 201

治療費について

先進医療として行われる粒子線治療の技術料は、公的医療保険の対象外であるため、全額自己負担となります。
がんの種類や大きさ、照射回数に関係なく、288万３千円かかります。最近では、民間の医療保険でがんの粒子
線治療をカバーできる商品も増えてきています。また、平成23年４月から鹿児島県においては粒子線治療を受け
やすい環境を整備するための助成制度も開始されています。

財団法人メディポリス医学研究財団

がん粒子線治療研究センター
鹿児島県指宿市東方 5188 番地

（☎ 0993-23-5188） 患者さん相談窓口（☎ 0993-24-3456）
http://www.medipolis-ptrc.org/

粒子線治療費利子補給事業の開始（鹿児島県）

　鹿児島県では、平成23年４月より県民が粒子線治療を受けやすい環境を整備するため、がん粒子線治療研究
センターで治療を受ける患者さんまたはそのご家族等が、治療費を金融機関から借り受けた場合に、利子の一
部を助成する制度が開始されました。
・利子補給の対象者

「がん粒子線治療研究センター」で粒子線治療を受け、治療費の支払いのために金融機関から借入を行った患者
本人またはその家族等（親族、同一世帯に属する方）。
ただし、患者本人は、治療開始時点において、県内に1年以上在住している方であり、世帯全員の課税総所得
金額が600万円以下の世帯に属する方。
・借入限度額および利子補給の割合等

①対象借入金
　金融機関からの借入金のうち粒子線治療相当額（限度額：2,883千円）
②利子補給率
　⑴年利率（６％以内）の100％・・・住民税非課税世帯に属する方
　⑵年利率（６％以内）の 50％・・・世帯全員の課税総所得金額が600万円以下の世帯に属する方
③利子補給期間
　５年（60月）を限度
※申請に必要な資料等は、県ホームページからのダウンロードおよび各地域振興局保健福祉環境部健康企画課

で入手できます。

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
（
46
地
点
）
で

水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
河

川
の
調
査
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。

　

大
腸
菌
群
数
が
高
い
数
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
基
準
値
超
過
は
多

く
の
河
川
に
見
ら
れ
る
傾
向
の
よ
う

で
す
が
、
大
腸
菌
は
自
然
に
存
在
す

る
も
の
が
あ
る
た
め
、
数
値
が
高
い

か
ら
即
汚
染
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

１
０
０
０
０
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／
１
０
０
ｍ
ｌ
以

上
に
な
る
と
や
や
高
い
と
判
断
で
き
ま

す
。

【
用
語
解
説
】	

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
指
数
で
０
～
14

　

の
範
囲
で
表
示
す
る
。
７
の
付
近
が

　

中
性
で
７
よ
り
低
け
れ
ば
酸
性
、
７

　

よ
り
高
け
れ
ば
ア
ル
カ
リ
性
と
な
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

　

河
川
な
ど
の
汚
れ
の
程
度
を
示
す
数

　

値
で
、
水
中
の
好
気
性
微
生
物
が
有

　

機
物
を
酸
化
分
解
す
る
の
に
使
っ
た

　

酸
素
量
を
示
し
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

　

よ
い
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）

水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
不
溶
解
性
の

粒
子
状
物
質
を
数
値
化
し
た
も
の

で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
水
の
濁
り
が

少
な
く
、
透
明
度
が
高
い
。

大
腸
菌
群
数

　

乳
糖
を
分
解
し
て
酸
と
一
定
量
以
上

　

の
ガ
ス
を
発
生
す
る
細
菌
群
の
量
を

　

数
値
化
し
た
も
の
で
、
衛
生
上
の
指

　

標
と
な
る
。

平
成
23
年
度
の
河
川
水
質
調
査
を
実
施

み
ん
な
の
川　
み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

　調査結果

河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ
(mg/ℓ)

ＳＳ
(mg/ℓ)

大腸菌群数
(MPN/100㎖) 採水日

米ノ津川　広瀬橋 7.9 0.5未満 1.0未満 13,000

H23.11. ４

米ノ津川　六月田橋 7.7 0.5未満 2.0 24,000

浦 田 川 6.4 7.6 1.0 160,000

平 良 川　松原橋 7.6 0.5未満 2.0 7,900

高 柳 川　松尾橋 7.7 0.5未満 2.0 35,000

高尾野川　工業団地 7.1 0.5未満 1.0未満 54,000

江 内 川　旧島津樋門 7.5 4.2 20.0 24,000

野 田 川　下高尾野橋 7.6 1.3 6.0 28,000

岩 下 川　旭 7.4 10.0 4.0 1,100,000

　環境基準値
河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

米ノ津川
６．５

～８．５
２以下 ２５以下 １，０００以下高尾野川　（桜橋下流）

折 口 川　

国
税
庁　
　
　

検
索
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沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
・
小
笠

原
に
は
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
に

被
害
を
与
え
る
害
虫
」
が
、
沖

縄
・
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
・
与

論
島
で
は「
カ
ン
キ
ツ
類
に
被
害

を
与
え
る
病
気
」が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
に
、
一
部
の
植
物

は
未
発
生
地
域
へ
の
持
ち
込
み
が

法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
違

反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

旅
行
な
ど
に
行
か
れ
る
場
合
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

注
１
サ
ツ
マ
イ
モ
は
消
毒（
蒸
熱

処
理
）す
れ
ば
持
ち
込
め
ま
す

の
で
、
事
前
に
植
物
防
疫
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
２
み
か
ん
属
、
か
ら
た
ち
属
、

き
ん
か
ん
属
、
ゲ
ッ
キ
ン
の
苗

木
類
は
検
査
を
受
け
れ
ば
持
ち

込
め
ま
す
が
、
検
査
に
長
期
間

か
か
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
サ
ツ
マ
イ
モ
加
工
品
、
熱
帯
果

実
、
種
子
な
ど
は
自
由
に
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
指
宿
市
の
一
部
は
、
イ
モ
ゾ
ウ

ム
シ
な
ど
の
緊
急
防
除
区
域
で

す
の
で
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
移

動
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
喜
界
島
は
、
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
病
菌
の
緊
急
駆
除
区
域

で
す
の
で
、
カ
ン
キ
ツ
な
ど
の

苗
木
類
の
移
動
が
禁
止
ま
た
は

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
省
門
司
植
物
防
疫
所

　

鹿
児
島
支
所

　
（
☎
０
９
９
―
２
２
２
―
１
０

　

４
６
）

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に
ご

協
力
を

68

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う
！

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

か
ら
骨
の
密
度
が
減
少
し
、
骨
が
ス
カ
ス

カ
に
な
り
、
折
れ
や
す
く
な
る
病
気
の
こ

と
で
す
。

︿
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
﹀

①
加
齢
・
・
・
骨
密
度
は
20
歳
前
後
で
ピ
ー

ク
に
達
し
、
そ
の
の
ち
40
歳
代
半
ば
ま

で
は
ほ
ぼ
一
定
で
す
が
、
50
歳
前
後
か

ら
急
速
に
低
下
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
骨
を
作
る
の
に
必
要
な
カ
ル

シ
ウ
ム
は
、
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て
骨
に

取
り
込
ま
れ
ま
す
が
、
年
を
取
る
と
腸

か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
の
が
骨
密
度
の
低
下
の
原
因

で
す
。

②
更
年
期
と
閉
経
・
・
・
女
性
の
場
合
は
、

閉
経
期
を
迎
え
て
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
低
下
す
る
と
急
激
に
骨
密
度
が
減

り
、
同
年
代
の
男
性
に
比
べ
て
骨
密
度

が
低
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
で
あ
る
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
は
、
骨
の
新
陳
代
謝
に
際
し

て
骨
吸
収
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
骨
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
だ
す
の
を
抑
制
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
閉
経
後
、
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
が
減
っ
て
し
ま
う
と
、
骨
吸

収
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
る
た
め
、
骨
形

成
が
追
い
付
け
ず
に
骨
が
も
ろ
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

③
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
・
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ

る
栄
養
不
足
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原

因
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
成
長
期
に

は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
取
り
、
他
の

栄
養
素
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
な

ど
、
よ
い
食
生
活
の
習
慣
を
保
つ
こ
と

で
、
骨
密
度
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
他
の
病
気
・
・
・
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気

や
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
長
期
内
服
な
ど

も
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

︿
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
﹀

①
食
事
・
・
・
骨
の
材
料
と
な
る
カ
ル
シ

ウ
ム
、
骨
代
謝
を
盛
ん
に
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
、
骨
の
形
成
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

を
十
分
に
取
り
、
ま
た
食
事
全
体
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品

牛
乳
・
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
小

魚
・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食
品

さ
ん
ま
・
干
し
し
い
た
け
・
ウ
ナ
ギ
・

き
く
ら
げ
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
多
く
含
む
食
品

納
豆
な
ど
大
豆
製
品
・
ほ
う
れ
ん
草
・

小
松
菜
な
ど

②
運
動
・
・
・
体
重
を
か
け
る
運
動
が
骨

密
度
増
加
に
は
有
効
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

な
ど
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
運

動
が
苦
手
な
方
は
、
階
段
の
上
り
下
り

や
楽
し
く
散
歩
を
す
る
だ
け
で
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

③
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
と

併
せ
て
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
受
診
し
て
、
骨

粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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事業概要：製缶、配管、機器据付
主要品目：焼却炉、汚水、汚泥処理装置、各種プラント設備
創　　業：1968（昭和43）年3月
資 本 金：1200万円
従業員数：29人（本年１月現在）
所 在 地：出水市浦田町139番地
連 絡 先：（0996）67ー3528

事業概要：鶏卵の加工および販売・飼料、肥料の製造および販売
主要品目：液卵製造・凍結卵製造（他茹卵など）
創　　業：1977（昭和52）年５月
資 本 金：３億5000万円
従業員数：37人（本年１月現在出水工場のみ）
所 在 地：出水市高尾野町大久保３８１６－３
連 絡 先：（0996）82－2940

　キユーピータマゴ株式会社は、マヨネーズ
のキユーピーの子会社として昭和５２年に設
立されました。出水工場はマルイ食品株式会
社高尾野工場の敷地内にあり、液卵の製造や
マヨネーズの原料となる卵黄の製造、牛乳
パックの容器に入った凍結卵の生産を行って
います。
　キユーピータマゴの工場は、全国に１９カ
所あり、鹿児島には出水のほかに蒲生にも工
場があります。
　当たり前のことを、当たり前に行うことが、

『安全・安心』な製品を届けるために必要なこ
とだと考えている企業です。
　また、循環型社会づくりを目指し、環境へ
の負担を最小限に抑制すべく、廃棄物の発生
を極力抑えることを目指しています。

梅田鉄工株式会社
鉄の創造力への挑戦

『おいしさ、やさしさ、ユニークさ』をもって食
生活に貢献します。

キユーピータマゴ株式会社　出水工場

　梅田鉄工株式会社は、昭和４３年に現在地
で、主に鉄骨・コンクリート型枠などを作る
個人の鉄工所として創業され、業務拡張など
を図りながら、昭和 57 年に株式会社として
改組され現在に至っています。
　梅田鉄工株式会社では、各種タンク製作お
よび配管工事などモノづくりにおいても安全
確保、作業効率化をはかり、徹底した品質管
理のもと高品質の製品を県内はもとより遠方
では関東方面まで届けています。
　ここ数年、製糖業のプラント工事が増え県
内の離島、沖縄各地とさらに拡大しています。
環境面でも排水処理設備、ごみ焼却設備工事
などに関わり、時代を反映したモノづくりを
行っている企業です。
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図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時〜午後 8 時
土曜・日曜日、祝日
　午前 9 時〜午後 6 時

19 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452） 午前 9 時〜午後 6 時 16日・20日

野田図書館
（☎ 84-3100） 午前 9 時〜午後 6 時 16 日

平成 24年３月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

３ 月

第１・３
火曜日

西之口団地自治公民館 10：00〜10：20 ６日鹿島自治公民館 15：10〜15：40

第２・４
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

13 日
27 日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：45〜15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15〜15：35

第１・３
水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40〜10：00

７日
21 日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05〜14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40〜15：00

第２・４
水曜日

元町自治公民館 9：50〜10：10 14 日
28 日今釜西自治公民館 10：20〜10：40

第１・３
木曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00 １日
15 日米ノ津駅前広場 10：10〜10：30

福ノ江自治公民館 10：45〜11：05

第２・４
木曜日

受口自治公民館 10：40〜11：00
８日
22 日

屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15〜15：35

第１・３
金曜日

栗毛野自治公民館 9：40〜10：00 ２日
16 日江川野自治公民館 10：10〜10：30

内野々下自治公民館 10：45〜11：05
第２・４
金曜日

鶴水園 14：10〜14：40 ９日
23 日加紫久利住宅広場 14：55〜15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

３月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん 24日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５日、12日、19日、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13日（火）
午前10時30分〜

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

１日、８日、15日、22日、29日
午後４時～

だっこＤＥえほん １日（木）午前10時30分～

≪幼児・小学生≫

●「おなかのなかのなかのなか」　　　あさの　ますみ　　文
●「ぴあのうさぎと　みみおばけ」　　あきやま　ただし　作・絵
●「ゆきのひ」　　　　　　　　　　　いもと　ようこ　文・絵
●「さんすううちゅうじん　あらわる！」　かわばた　ひろと　作
●「ようちえん　いやや」　　　　　　長谷川　義史　作・絵
●「おとうちゃんとぼく」　　　　　　にしかわ　おさむ　文・絵
●「としょかんねずみ」　　　　　　　ダニエル・カーク　作・絵
●「給食室の日曜日」　　　　　　　　村上　しいこ　作
●「もぐらのせんせい」　　　　　　　斉藤　洋　作
●「魔界ドールハウス」　　　　　　　斉藤　洋　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「炎路を行く者　—守り人作品集」　上橋　菜穂子　著
●「モナミは世界を終わらせる？」　　はやみね　かおる　著
●「くちびるに歌を」　　　　　　　　中田　永一　著

・・・・・等
≪一般≫

●「きなりの雲」　　　　　　　　　　　石田　千　著
●「信長私記」　　　　　　　　　　　　花村　萬月　著
●「Coffee Blues（コーヒーブルース）」　 小路　幸也　著
●「南十字星の誓い」　　　　　　　　　森村　誠一　著
●「群ようこの良品カタログ２」　　　　群　ようこ　著
●「眺望絶佳」　　　　　　　　　　　　中島　京子　著
●「歪」　　　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著
●「傷痕」　　　　　　　　　　　　　　桜庭　一樹　著
●「親鸞　激動編」上・下　　　　　　　 五木　寛之　著
●「東京暮らし　江戸暮らし」　　　　　平岩　弓枝　著
●「プリティが多すぎる」　　　　　　　大崎　梢　著
●「羅針」　　　　　　　　　　　　　　楡　周平　著
●「酒田さ行ぐさげ　日本橋人情横丁」　宇江佐　真理　著　
●「道化師の蝶」　円城　塔　　著　【第146回芥川賞受賞作品】
●「共喰い」　　　田中　慎弥　著　【第146回芥川賞受賞作品】

・・・・・等

【一般書】 【児童書】

『７人のこびとが

アンに教えてくれたこと』

カリーナ・ステファノバ　著
ポプラ社

『スミス先生とふしぎな本』

マイケル・ガーランド　作
新日本出版社

　ある日突然アンは７人のこ
びとが見えるようになりま
す。それは全員自分の心の分
身で、こびととの出会いは「忘
れていた自分の心」と再会す
ることでした。自己啓発本で
すが、読み終わった後にあた
たかさと爽やかさが残るお話
です。

　ザックのたんにんスミス先生
はちょっと変わった先生です。
みんなに本をよんであげると、
かいぞくやクマやドラゴンま
で・・・本にとうじょうする人
やどうぶつが本のなかからとび
出してきます。
　「こんなことあったらいいな」
だれもがいちどはけいけんした
くなるおはなしです。

　

低
金
利
が
続
く
な
か
、
高
金
利

を
う
た
う
預
金
に
関
心
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
仕
組
預
金
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
定
期
預
金
で
、
高
い
利

回
り
を
実
現
す
る
た
め
に「
金
融

派
生
商
品
」を
組
み
込
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
通
常
の
預
金
に
は
な

い
元
本
割
れ
リ
ス
ク
や
制
約
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
中
途
解
約
が
で

き
な
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

仮
に
中
途
解
約
で
き
た
と
し
て
も
、

違
約
金
や
手
数
料
の
支
払
い
を
求

め
ら
れ
る
た
め
、
大
き
く
元
本
割

れ
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
預
金
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
満
期
日
変
更
特
約
付
定
期
預
金

　

金
利
を
優
遇
す
る
代
わ
り
に
、

銀
行
の
判
断
で
満
期
日
の
延
長
・

繰
り
上
げ
が
で
き
る「
特
約
」が
付

い
て
い
る
定
期
預
金
で
す
。
一
定

期
間
の
経
過
で
金
利
が
段
階
的
に

上
昇
す
る
こ
と
か
ら
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
預
金
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
見
、
魅
力
的
な
金

利
設
定
で
す
が
、
市
中
金
利
が
大

き
く
低
下
し
た
と
き
に
は
銀
行
が

一
方
的
に
預
金
を
繰
り
上
げ
償
還

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
期
待
し
て

い
た
金
利
で
の
運
用
が
で
き
な
く

な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

②
外
貨
建
て
仕
組
預
金

　

海
外
の
高
金
利
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、

円
高
の
場
合
は
、
元
本
割
れ
の
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
預

金
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

ペ
イ
オ
フ
で
保
護
さ
れ
な
い
こ
と

や
元
本
を
外
貨
で
払
い
戻
さ
れ
る

こ
と
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
金
利
を
う
た
う
預
金
の
注
意
点

【消費生活相談員の
相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
午前９時30分〜午後４時

（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203内線135）

○水曜日
午前９時30分〜正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分〜同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
が
、
１
万
４
９
８
０
円
に
な
り

ま
す
。

　

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に

よ
っ
て
、
お
得
な
割
引
も
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
方
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
種
別
は
次
の
３
種
類
に
分
か
れ

て
お
り
、
届
け
出
は
加
入
時
だ
け

で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た
時
に

も
必
要
で
す
。
種
別
変
更
の
届
け

出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
続

き
は
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ

の
都
度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別

【
第
１
号
被
保
険
者
】

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方
と

そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上
の
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が
対
象
と
な

り
、
加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き

は
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方

な
ど
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
加
入
の
手
続
き
は
、
会
社

や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
】

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
が
対
象
と
な

り
、
届
け
出
は
配
偶
者
の
勤
務
先

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

開 催 日　　４月１９日（木）
開催場所　　本庁　３階大会議室
開催時間

　午前９時４０分〜正午
　午後１時〜同３時４０分
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

３月１６日（金）〜４月１２日（木）
（土日休日を除く午前８時30分～午後５時）

予約申込先

　本庁市民生活課　住民年金係
　☎６３－２１１１（内線147・148）

※３月１５日開催の年金相談につい
ては広報いずみ２月号をご覧くだ
さい。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
種
別
変
更
に
つ
い
て

平成 24 年度
１カ月 ６カ月 12 カ月

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金納
付および翌月末振替の口座振替） 14,980円 — 89,880円 — 179,760円 —

当月末振替の口座振替 14,930円 50円 89,580円 300円 179,160円 600円

６カ月前納（現金納付） — — 89,150円 730円 178,300円 1,460円

６カ月前納（口座振替） — — 88,860円 1,020円 177,720円 2,040円

12 カ月前納（現金納付） — — — — 176,570円 3,190円

12 カ月前納（口座振替） — — — — 175,990円 3,770円

年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

広
報
い
ず
み
２
月
号
掲
載
の
、
年
金

制
度
の
改
正
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
未
払
い
の
国
民
年
金
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
の
は
過

去
２
年
分
ま
で
で
す
が
、

平
成
24
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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第５回　読書活動日本一のまちづくり推進大会を開催

大会テーマは

「続けよう　読書活動による　ひとづくり　まちづくり」

　

出
水
市
は
昨
年
、
髙
橋
松
之
助
記
念
文

字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
選
考
に
私
も
関
係
し
て
お
り
ま

し
た
。
読
書
を
愛
す
る
方
々
が
、
心
を
寄
せ

合
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
姿
を
伺
っ
て
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
日
本
文
化

　

３
年
程
前
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
で
行
わ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
国
際
会
議
に
招
か

れ
、
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
、
ケ

ニ
ア
の
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
、
日
本
の
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
・
思
想
を
世
界
に

広
め
た
い
と
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
は
、
日
本
の
中
に
は
も
っ
た
い
な
い
ど
こ

ろ
か
、「
簡
素
で
あ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
」

と
い
う
精
神
が
あ
る
こ
と
を
エ
ッ
セ
ー
等
で

書
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
会
議
の
主
催
者
か

ら
ス
ピ
ー
チ
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に

は
、
た
っ
た
17
文
字
で
自
然
と
人
間
の
心
を

通
わ
せ
る
詩
が
あ
る
。
た
っ
た
一
杯
の
お
茶

で
主
人
と
客
が
心
を
通
わ
せ
る
茶
道
が
あ
る
。

風
呂
敷
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
襟
巻
に
も
な
る
。

着
物
は
、
長
四
角
で
あ
る
の
で
、
縫
い
目
を

ほ
ど
け
ば
再
生
可
能
で
あ
る
。
日
本
刀
は
、

一
番
シ
ン
プ
ル
な
形
の
美
し
さ
が
あ
る
な
ど
、

日
本
の
文
化
の
中
に
は
「
物
を
使
わ
な
い
、

簡
素
で
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
精
神
が
あ
り
ま
す
。
資
源
の
な

い
世
界
の
状
況
の
中
で
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の

を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
精
神
は
他
国

に
も
あ
り
、
そ
れ
を
も
う
一
度
考
え
直
さ
な

け
れ
ば
地
球
の
資
源
問
題
は
解
決
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
、
お
金
を
か
け
ず
、
物
を
使
わ

ず
に
心
を
豊
か
に
す
る
方
法
を
文
化
に
し
て

獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
読
書
が
あ

り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
役
に
立
つ

本
、
楽
し
い
本
は
、
決
し
て
高
価
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
読
書
は
お
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

で
す
。
日
本
人
の
識
字
率
は
世
界
第
一
位
で
、

読
書
環
境
や
文
化
的
環
境
が
十
分
整
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
識
字
率
と
簡
素
で
あ
る
こ
と
は

大
切
な
文
化
で
、
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

○
最
初
の
愛
読
書
は
「
落
語
全
集
」

　

私
は
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
本
が
好
き
で

し
た
。
戦
中
戦
後
に
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
、

児
童
書
は
ほ
と
ん
ど
無
い
時
代
で
し
た
が
、

小
学
５
、
６
年
生
の
頃
、
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た

落
語
に
興
味
を
覚
え
、
父
親
の
本
棚
に
あ
っ

た
落
語
全
集
を
愛
読
し
ま
し
た
。
ま
た
、
野

村
胡
堂
の
「
銭
形
平
次
」
で
江
戸
の
風
俗
を

学
び
、
芥
川
龍
之
介
に
憧
れ
、
都
会
風
の
短

編
や
ミ
ス
テ
リ
ー
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
私
は
、
中
学
生
ま
で
の
読
書

に
よ
っ
て
小
説
家
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
。

○
「
読
書
脳
」
と
「
言
葉
遊
び
」

　

最
近
、
脳
科
学
分
野
で
「
読
書
脳
」
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
読
書
を
す
る

脳
は
、
お
お
よ
そ
13
歳
か
ら
15
歳
で
完
成
し
、

そ
れ
以
降
は
仕
事
上
の
必
要
性
か
ら
本
を
読

む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
読
書
を
楽
し
む
脳
に

は
な
ら
な
い
と
い
う
学
説
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
周
囲
の
読
書
好
き
な
人
を
見
て
も
、
そ

の
年
代
か
ら
相
当
な
本
好
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
読
書
好
き
に
な
る

の
か
。
そ
れ
は
、「
言
葉
遊
び
」
で
す
。　

　

私
の
家
で
は
、
家
族
で
言
葉
遊
び
を
し
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
き
へ
ん
」
の
漢
字

を
た
く
さ
ん
書
く
、「
お
」
の
つ
く
食
べ
物
、

土
地
、
動
物
、
人
の
名
前
を
書
く
な
ど
で
、

一
年
中
ど
こ
か
で
言
葉
を
覚
え
よ
う
、
探
そ

う
と
い
う
こ
と
を
言
葉
遊
び
で
心
に
と
ど
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
読
書
へ
の
興
味
を

自
分
の
中
に
作
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
遊
び
が
好
き
で
す
。

和
歌
の
掛
詞
は
構
造
的
に
は
駄
洒
落
と
同
じ

で
す
し
、
回
文
、
い
ろ
は
が
る
た
、
数
字
の

ご
ろ
あ
わ
せ
、
数
え
歌
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
言
葉
遊
び
が
一
歩
進
ん
で
読
書
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

○
日
本
語
の
豊
か
さ
と
読
書

　

私
た
ち
は
日
本
語
を
母
語
（
母
な
る
言

葉
）
と
し
て
い
ま
す
。
英
語
な
ど
の
言
葉
は
、

知
的
な
道
具
で
す
が
、
母
語
は
単
な
る
道
具

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
で

知
識
を
増
や
し
、
考
え
る
こ
と
や
他
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
覚
え
、

や
が
て
自
分
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
母
語

は
単
な
る
言
葉
で
は
な
く
、
脳
み
そ
そ
の
も

の
な
の
で
す
。
日
本
語
が
豊
か
で
な
け
れ
ば
、

考
え
が
豊
か
に
な
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
が
正
確
で
な
け
れ
ば
考
え
が
正
確
に

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
パ
ソ

コ
ン
が
普
及
し
て
き
て
、
手
書
き
の
文
章
を

見
る
こ
と
が
珍
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
漢
字

を
書
く
こ
と
は
、
千
数
百
年
の
文
化
を
辿
る

こ
と
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
高
校
生
ま
で
は
手
書
き
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
日
本
語
の
豊
か
さ
が
培
わ
れ
る

の
が
読
書
で
す
。
読
書
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
る
し
、
脳
み
そ
そ
の
も
の
を
培

う
行
為
で
あ
る
と
感
じ
る
べ
き
で
す
。
読
書

習
慣
が
身
に
着
い
た
ら
一
生
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
生
楽
し
め
る
方
便
を
持
っ
て

い
る
事
だ
け
で
も
、
読
書
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

出
水
市
の
読
書
運
動
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
５
回
「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
」
が
、
２
月
５
日
（
日
）
に
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
小
雨
の
降
る
中
、
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
、
学
校
関
係
者

等
、
約
６
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
、「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
の
５
年
目
の
節
目
の
大
会
で
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
大
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
続
き
、
読
書
活
動
実
践
優
秀

団
体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域（
自
治
会
）、

学
校
、
親
子
読
書
会
の
３
部
門
で
活
発
な
活

動
を
展
開
さ
れ
た
９
団
体
に
市
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び

完
成
し
た「
出
水
市
読
書
の
歌
～
す
て
き
な

宝
物
～
」の
作
成
に
多
大
な
協
力
を
い
た
だ

い
た
大
川
内
中
学
校
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
読
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
は
、
家
庭
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
虹
色
の
ゆ
め
」
の
山
下
由
紀
さ
ん
、

地
域
代
表
は
、
鹿
島
自
治
会
長
で
市
自
治
会

連
合
会
事
務
局
長
の
東
山
義
夫
さ
ん
、
学
校

代
表
は
、
切
通
小
学
校
の
木
原
田
雅
彦
校
長
、

行
政
か
ら
は
、
盛
正
明
読
書
推
進
課
長
の
４

人
が
登
壇
。
東
出
水
小
学
校
の
茶
屋
大
作
教

頭
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
事
例
発
表
と

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
は
、「
出
水
市
読
書
の

歌
～
す
て
き
な
宝
物
～
」
が
、
出
水
市
少
年

少
女
合
唱
団
の
歌
声
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
優
し
く
歌
い
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌

詞
で
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
、
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
の
締
め
く
く
り
は
、
作
家
の
阿
刀
田

高
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
読
書
は
お

い
し
い
ぞ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
自
身
の
少
年
期
の
愛
読
書
や
、
家
族

で
楽
し
ん
だ
言
葉
遊
び
の
体
験
を
交
え
な
が

ら
、
簡
素
な
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
や
日

本
語
の
豊
か
さ
に
触
れ
、
言
葉
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
読
書
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
軽
快
な
テ
ン
ポ
の
講
演
に
、
会
場
か
ら

は
時
折
笑
い
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

天
候
の
悪
い
中
、
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

【
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体　

受
賞
者
】

◎
優
秀
実
践
地
域

　

・　

西
大
野
原（
出
水
）自
治
会　

　

・　

上
ノ
原（
出
水
）自
治
会

　

・　

帆
木
ノ
上
自
治
会

　

・　

別
府
自
治
会

◎
優
秀
実
践
校

　

・　

切
通
小
学
校
・
附
属
幼
稚
園

　

・　

大
川
内
小
学
校

　

・　

東
出
水
小
学
校

◎
優
秀
実
践
親
子
読
書
会

　

・　

米
ノ
津
幼
稚
園
親
子
読
書
会

・　

米
ノ
津
東
幼
稚
園「
読
み
聞
か
せ
の

会
」

◎
読
書
の
歌
作
成
協
力
に
対
す
る
感
謝
状

　

・　

大
川
内
中
学
校

読書フォーラム

表彰式（西大野原自治会）「出水市読書の歌」発表

『読書はおいしいぞ』講演要旨

　　　　　講師：作家　阿刀田　高　氏

読書活動日本一のまちづくり推進大会

記念講演

阿刀田高先生ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
昭和10年生まれ。早稲田大学卒。昭和47
年「来訪者」で日本推理作家協会賞、「ナ
ポレオン狂」で第81回直木賞を受賞。日
本推理作家協会理事長、日本ペンクラブ
会長等を歴任。「闇彦」「日本語えとせと
ら」「恋する小倉百人一首」など著書多数。

４月１日から、貸出冊数が

１５冊に拡大されます。

貸出期間は、これまでどおり２週間

です。

どうぞご利用ください。

市立図書館からのお知らせ
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
       ☎ 63‒4121



　平成２３年中（１月〜１２月）の出水市における
青少年の補導、検挙状況は次表のとおりでした。

※　（　 ）内の数字は前年同月比

発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 19 件
（−５）

０人
（±０）

22 人
（−７）

平成24 年
の 累 計

19 件
（−５）

０人
（±０）

22 人
（−７）

交通事故発生状況
出水警察署管内（１月 1 日〜同 31 日）

問い合わせ先　出水市防犯協会 63−1500問い合わせ先　出水市防犯協会 63−1500

▽　補導総数は80人で、昨年比24人減少

▽　補導行為別では、深夜徘徊が－25人で大幅減少

▽　学識別では、中・高校生は減少しましたが、有職・無職少年は
　　増加

▽　男女別でも、共に減少

▽　犯罪行為で検挙（補導）された青少年は前年と同数
　　罪種別では自転車盗と万引きで23人中20人を占める。

悪の入り口＝深夜外出を許さない指導が最も有効です。
　今後も家庭を中心に地域・学校・関係機関が協力して青少年
の健全育成に取り組みましょう。

　平成２３年中に３１件の自転車盗難がありまし
た。前年に比べて１５件減少しました。しかし、
これは盗難届のあったもので、実際はもっと多く
の自転車が盗まれていると考えられます。
　盗難にあった場所は、自宅、スーパーや駅の駐
輪場などさまざまです。

◇ワイヤー錠等によるツーロック（二重施錠）を
しましょう。

◇短時間でも自転車を離れる時は確実にカギを
かけましょう。

◇防犯登録をしましょう。（自転車店等ででき
ます）

　青少年の補導状況（平成23年中）（　　）内は内数で女子
小学生 中学生 高校生 有職 無職 その他 計 前年比

飲 酒 １
（１）

１
（１）

２
（２）

＋１
（＋２）

喫 煙 11
（０）

６
（０）

８
（２）

25
（２）

－６
（－２）

深夜徘徊 ６
（０）

12
（１）

10
（４）

17
（７）

45
（12）

－25
（－５）

怠 学 ６
（１）

６
（１）

＋５
（＋１）

暴走行為 ０
（０）

±０
（±０）

そ の 他 ２
（１）

２
（１）

＋１
（±０）

計 ０
（０）

12
（１）

25
（２）

17
（５）

26
（10）

０
（０）

80
（18）

－24
（－４）

前 年 比 －１
（±０）

－７
（－３）

－20
（－５）

＋２
（＋２）

＋４
（＋２）

－２
（±０）

－24
（－４）

　青少年の犯罪行為検挙（補導）人数（平成23年中）
窃 盗

暴行 傷 害 器物
損壊 その他 計 前年比

自転車 単車 万引き その他 計

５ ０ 15 ２ 22 ０ ０ １ ０ 23 ±０

◇ 受験資格等

昭和５６年４月２日~平成７年４月
１日に生まれた者で、４年制大学を
卒業した者もしくは平成２５年３月
末までに卒業見込みの者またはこれ
らと同等の資格があると人事委員会
が認めるもの

◇ 第一次試験

   ５月１３日（日）
◇ 試験案内・受験申込書配布

　配布開始日：２月２８日（火）
　配布場所：鹿児島県警察本部警務課、

県内各警察署および鹿児島
県人事委員会事務局

◇ 申込受付期間

　４月２日（月）〜同１８日（水）
◇ 問い合わせ先

   県警察本部警務課採用係
　（☎099－206－0110　内線2636）

青少年の補導（減少続く）

自転車を盗まれないために

警察官Ａ
募集
（大学卒）
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１
月
27
日
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で「
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
ツ
ル
類
分
散
化
対
策
検
討
会
」の
初

め
て
の
会
合
が
あ
り
、
出
水
平
野
に
渡
来
し
て
く
る
ツ
ル
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
お
よ
び
分
散
化
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
約
９
割
、
マ
ナ
ヅ
ル
の
５
割
が
越
冬

の
た
め
渡
来
す
る
出
水
平
野
で
昨
シ
ー
ズ
ン
、
ナ
ベ
ヅ
ル
７

羽
が
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
ま
し
た
。
一

極
集
中
化
が
進
む
と
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

が
ま
ん
延
し
た
場
合
、
絶
滅
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

検
討
会
に
は
、
本
市
の
ほ
か
、
環
境
省
が
分
散
候
補
地
に

選
定
し
た
山
口
県
周
南
市
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
の
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
者
、
ツ
ル
の
生
態
に
詳
し
い
鹿
児
島
大
学
、
日
本
野

鳥
の
会
、
山
階
鳥
類
研
究
所
な
ど
の
有
識
者
ら
約
30
人
が
出

席
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
各
候
補
地
の
現
況
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
分
散
化
に
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、
具
体
的
な
方
策
を

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。　
　

ツル分散化を検討
鳥インフル対策及びツル類分散化検討会

　

本
市
は
２
月
２
日
、
鹿
児
島
県
産
業
廃
棄
物
協
会（
三
谷

純
夫
会
長
）と
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
等
に
関
す
る
応
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
と
自
治
体
が
協
定
書
を
個
別
に
結
ぶ
の
は
県
内
の

市
町
村
で
は
初
。

　

協
定
で
は
、
災
害
で
が
れ
き
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
が
多
く

発
生
し
た
場
合
、
協
会
が
運
搬
や
処
理
で
全
面
的
に
協
力
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
平
成
18
年
に
発
生
し
た
県
北
部
豪
雨
災
害
で
の
廃
棄
物

処
理
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
迅
速
で
円
滑
な
対
応
を
行
う

こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
三
谷
会
長
が
調
印
式
で
あ

い
さ
つ
し
、
渋
谷
市
長
と
協
定
書
に
調
印
し
、
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
発
生
す
る
災
害
ご
み
の
運

搬
、
処
理
等
に
関
し
て
、
協
会
が
持
っ
て
い
る
専
門
知
識
や

資
機
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
的
確
な
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
環
境
保
全
な
ど
の
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　

　

１
月
20
日
、
本
市
は
山
口
県
周
南
市
と
災
害
時
に
お
互
い

に
応
援
す
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
周
南
市
は
、
本
州
唯
一
の
ツ
ル
の
越

冬
地
で
ツ
ル
を
縁
に
平
成
20
年
11
月
に
友
好
都
市
の
協
定
を

結
び
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
阿
久
根
市
な
ど
周
辺
の
県
内
６
市
町
、
隣
接
す
る

熊
本
県
水
俣
市
と
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
で
は
近
隣
の
自
治
体
が
一
斉
に
被
災
し
て
支
援
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
広
域
的
な
応
援
体
制

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
本
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で
、
遠
隔

地
の
自
治
体
と
結
ぶ
の
は
初
。

　

協
定
で
は
、
一
方
の
市
が
被
災
し
た
場
合
、
食
料
や
飲
料

水
、
車
両
な
ど
の
提
供
、
職
員
の
災
害
派
遣
、
被
災
者
の
一

時
受
け
入
れ
、
ま
た
被
災
で
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
、
必
要

と
判
断
す
れ
ば
自
主
的
に
災
害
応
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
盛
り
込
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
災
害
対
応
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

周
南
市
で
あ
っ
た
調
印
式
で
は
、
応
援
協
定
の
調
印
の
ほ

か
、ツ
ル
を
通
じ
た
交
流
や
産
業
祭
へ
の
特
産
品
出
品
な
ど
、

観
光
・
文
化
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
ま
し

た
。　

災害時応援協定を締結
県産業廃棄物協会と

災害時応援協定を締結
山口県周南市と



出水地区チーム第４位
地区対抗女子駅伝
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豊
作
を
願
っ
て

葉
タ
バ
コ
種
ま
き

　2012年産葉タバコの種まきが１月25日、出水地区
たばこ共同育苗センターでありました。
　農家ら関係者が出席し、ハウス内に置かれた育苗
箱に、粉のように見える小さな種をまきました。
　本地区では、味と香りがよい「ＢＹ」と呼ばれる品
種を県内で唯一栽培。
　今年度は19人の農家が約37.3㌶で栽培し、苗は２
月下旬に各農家に配り、５月中旬に収穫が始まりま
す。

友
達
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
な

複
式
五
校
集
合
学
習

　大人数での集団活動や同一学年による学び合いが
なかなかできない小規模校のデメリットを補おう
と、荘小、蕨島小、切通小、大川内小、上場小の５
校計95人が１月31日、集合学習を行いました。
　2012年度からの本格実施を見据えて初の試み。
　児童らは普段とは違う慣れない人数に緊張しなが
らも、国語や体育などのグループ学習に取り組んで
いました。来年度は５回実施する計画です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

産
廃
協
会

　社団法人鹿児島県産業廃棄物協会出水支部（平山
政壱支部長）の会員が１月26日、不法投棄されたご
みをボランティアで撤去しました。　　　　　　　
　県産廃協会出水支部では、毎年11月に県や市と合
同で不法投棄防止パトロールを実施しており、今回
撤去したごみは、パトロールの際に発見されたもの
です。寒い中にもかかわらず、参加者らは作業困難
な場所でごみ撤去作業に汗を流しました。

市
内
女
性
団
体
が
一
堂
に

女
性
大
会

　１月26日、市内15の女性団体が一堂に会し出水市
女性大会（川畑和子会長）が開催されました。
　大会テーマは「手をつなぎ、広げよう女性の輪と
和」。
　団体の活動発表、人と人とのつながりの大切さを
訴える講演などがありました。参加者らは男女共同
参画社会の実現、明るく豊かな生きがいに満ちた地
域づくりを目指し、各団体の積極的な活動の前進を
確認し合いました。

清
掃
活
動
で
地
域
奉
仕

青
年
団
体
交
流
会

　出水地区の８団体で構成された出水地区青年団体
交流会（立山敬祐会長）が２月４日、清掃活動を行い
ました。
　市指定文化財である山田昌巌の墓近くの市道清掃
に約70人が参加。
　参加者らは午前７時から約１時間半、ごみ拾いに
汗を流しました。

旅
立
ち

ツ
ル
北
帰
行

　出水平野で越冬したツルが繁殖地のシベリア方面
に帰る北帰行の第1陣が１月30日、確認されました。
　昨シーズンの２月１日より２日早く、約200羽が
北に向けて飛び立っていきました。              　             
　北帰行は３月末ごろまで続く見込みで、15季連続
の１万羽超える万羽鶴でにぎわった出水平野の上空
では旋回しながら風に乗り、北西の空に旅立つ多く
のツルの姿が見られます。

文
化
財
を
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー

　文化財防火デーに合わせ１月22日、防火訓練が高
尾野町西水流自治会でありました。
　当地区には、市指定文化財である「西水流木造毘
沙門天立像」が保存されており、自治会の約30人が
参加し、通報訓練、文化財搬出訓練、初期消火訓練、
石坂分署によるポンプ車を使った放水訓練などが行
われ、文化財の大切さと防災に対する意識を高めま
した。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
付

ツ
ル
保
護

　出水ライオンズクラブ（松原清俊会長）が１月24
日、本市に対し寄付をされました。　　　　　　　
　15季連続で１万羽以上の渡来を記録した本市のシ
ンボル的な存在のツルの保護、鳥インフルエンザの
防疫に使ってもらいたいとのご好意に、市長がお礼
を述べました。

　

１
月
29
日
、
第
25
回
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が

霧
島
市
の
隼
人
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
６

区
間
21
・
０
９
７
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
チ
ー
ム
は
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
中
高
生
が
揃

う
中
、
一
般
選
手
も
中
高
生
に
負
け
じ
と
夏
と
冬
に
は
合
宿
や

強
化
練
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
計
画
的
な
練

習
会
を
行
い
、
着
実
に
力
を
つ
け
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
中
高
生
の
中
原
選
手
・
野
添
選
手･

安
富
選

手
が
持
ち
味
を
発
揮
し
、
一
般
の
石
原
選
手
・
瀬
﨑
選
手
、

そ
し
て
初
出
走
ア
ン
カ
ー
の
高
校
生
右
田
選
手
が
粘
り
の
あ

る
走
り
で
４
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
順
位
を
１
つ
落
と
し
た
も
の
の
、
タ
イ
ム
は
２

分
近
く
縮
め
る
健
闘
で
Ａ
ク
ラ
ス
を
死
守
し
ま
し
た
。

【
出
水
地
区
選
手
】（
敬
称
略
）

１
区　

中
原　

海
鈴　
　

２
区　

石
原　

千
明

３
区　

野
添　

佑
莉　
　

４
区　

安
富　

美
希

５
区　

瀬
﨑　

香　
　
　

６
区　

右
田　

愛

【
区
間
賞
】（
敬
称
略
）

野
添　

佑
莉（
第
３
区
）

【
敢
闘
賞
】（
敬
称
略
）

石
原　

千
明

　

２
月
15
日
、
市
内
の
全
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
園

長
・
校
長
等
が
集
い
、
本
年
度
２
回
目
の
出
水
市
保
幼
小
連

携
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
や
よ
り
よ
い
保
幼
小
連
携
の
在
り
方
を
目
指
し
て
、

昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
公
立
・
私
立
問
わ
ず
す
べ
て

の
保
育
所
や
幼
稚
園
が
合
同
で
研
修
会
を
行
う
こ
と
は
ま
だ

県
内
で
も
珍
し
い
こ
と
で
す
が
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
よ
い
成
長
を
願
い
、
学
校
教
育
課
と
こ
ど
も
課
が
連
携
を

図
り
、
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
家
庭
教
育
の

充
実
を
目
指
し
て
生
涯
学
習
課
と
の
連
携
も
深
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
本
市
の
保
幼
小
連
携
の
研
究
指
定
校

で
あ
る
米
ノ
津
小
学
校
と
米
ノ
津
小
附
属
幼
稚
園
・
米
ノ
津

保
育
園
、
福
之
江
保
育
園
が
行
っ
た
合
同
保
育
・
授
業
の
実

践
発
表
や
、
小
学
校
区
毎
の
情
報
交
換
、
就
学
に
関
す
る
説

明
等
、
充
実
し
た
内
容
で
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校

と
幼
稚
園
・
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
共
に
楽
し
く
活
動
し

た
り
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
絆
を
深
め
て
い
る
様
子
が
報
告

さ
れ
、
参
加
者
は
保
幼
小
の
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
子
ど
も
同
士
、
教

師
同
士
の
よ
り
一
層
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出水地区チーム健闘第４位
地区対抗女子駅伝

保育と授業の充実に向けて
保幼小連携協議会
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉　

坂

本

和か
ず

亮あ
き　
（
力
・
久
美
）

福

永

蘭ら
ん

子こ　
（
清
徳
・
朋
美
）

松

下

琉り
ゆ
う

斗と　
（
哲
也
・
亜
紀
子
）

江　

川　

す
ず
な　
（
昭
弘
・
ま
ど
か
）

江

野

涼り
よ
う

太た　
（
和
博
・
由
加
）

横

内

剛つ
よ

志し　
（
浩
樹
・
美
鈴
）

本

田

礼れ

旺お　
（
聡
・
神
奈
）

木

下

英え
い

雄ゆ
う　
（
誠
・
典
子
）

杉　

本　
　

結ゆ
い　
　
（
秀
樹
・
純
子
）

山

並

幸さ

花な　
（
哲
也
・
秀
美
）

恒

盛

琉る

生い　
（
真
司
・
美
穂
）

　

西　
　

淳き
よ　

仁と　
（
健
・
理
恵
）

山

﨑

友ゆ

愛あ　
（
隆　

也
）

　

垂　
　

綾あ
や　

香か　
（
和
宏
・
貴
子
）

田

島

歌か

鈴り
ん　
（
秀　

義
）

松　

﨑　

莉り

り々

羽は　
（
昇
悟
・
沙
耶
香
）

迫

田

梨り
ん

華か　
（
秀
和
・
晶
子
）

池

林

陽よ
う

哉や　
（
高
志
・
理
恵
）

池

嵜

奏そ
う

太た　
（
幸
太
・
ゆ
か
り
）

平　

㟢　

龍り
ゆ
う之の

介す
け　
（
竜　

一
）

池

脇

心こ
こ

海み　
（
信
也
・
さ
と
み
）

久

保

海み

遥は
る　
（
賢
一
・
優
）

溝

上

雄ゆ
う

太た　
（
真
也
・
梨
香
）

木

脇

美み

里さ
と　
（
俊
郎
・
清
子
）

留　

奥　
　

凛り
ん　
　
（
陽　

平
）

松

下

祐ゆ
う

真ま　
（
誠
・
祐
香
）

川

崎

香か

澄す
み　
（
貴
玄
・
弥
生
）

前

田

泰た
い

良ら　
（
伴
紀
・
久
美
）

山　

口　

は　

な　
（
嵩
明
・
ゆ
み
）

古

城

眞ま

子こ　
（
貴　

之
）

松

永

悠ゆ
う

希き　
（
享
平
・
由
梨
香
）

田

中

心こ
こ

奈な　
（
朋
大
・
利
恵
）

尾　

　

達た

久く

磨ま　
（
典
功
・
麻
衣
）

大

納

千ち

鶴づ
る　
（
章
吾
・
恵
美
）

本　

戸　

千ち

桜お

莉り　
（
裕　

司
）

（
１
月
５
日
～
２
月
１
日
届
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉　

入
來
院　

靜　

子　

70　

諏
訪
馬
場

木

下

福

惠　

86　

沖　

田

紫
牟
田　

ツ　

ギ　

94　

西
之
口

今

釜

正

洋　

68　

今
釜
中

猿　

渡　

ミ
ヨ
子　

83　
天
神（
野
田
）

冨

田

賢

幸　

69　
本
町（
野
田
）

重　

藤　

洋
之
助　

77　

早　

馬

簗　

瀬　

マ
ス
エ　

83　

野　

平

井　

手　

サ
ダ
子　

64　

上
水
流

奥　

薗　

ア
キ
エ　

89　
　

麓

内

村

久

行　

79　
東
大
野
原（
出
水
）

白
男
川　

怜　

子　

82　

朝
日
町

面

高

靜

雄　

84　

大　

平

池

嶋

ツ

ギ　

95　

中
塩
屋

谷　

村　

ヱ
ミ
子　

82　
東
大
野
原（
出
水
）

渡　

邊　
　

登　
　

84　

針　

原

松　

岡　

マ
ツ
ノ　

91　

朝　

熊

添

田

慶

三　

77　

今　

村

山　

下　

ス
ミ
エ　

92　
　

浦

大　

平　

ト
メ
ノ　

91　

上
水
流

出

塩

満

盛　

88　

東
辺
田

宮

下

安

雄　

71　
荒
崎（
高
尾
野
）

中　

道　
　

巧　
　

63　

地　

蔵

　

榊　
　

弘　

己　

71　
元
町（
出
水
）

犬

童

美

惠　

85　

今
釜
中

田

中

正

登　

80　

内
野
々
下

森　

田　

チ
ト
エ　

96　

茶
円
堀

新

田

義

光　

77　

千
本
付

村　

上　

フ
ミ
カ　

90　

中
塩
屋

中

川

重

雄　

82　

八　

坊

　

杉　
　

明　

子　

90　

小　

島

山　

下　

フ
ジ
ヱ　

94　

渡
瀬
口

池　

添　

ミ
ツ
コ　

88　

上
山
崎

宮

路

チ

エ　

89　

名
古
東

中　

尾　
　

一　
　

91　

東　

町

松

元

ツ

ヤ　

90　

木　

串

前　

田　

キ
ヌ
エ　

89　

広　

瀬

大　

井　

加
末
　

97　

上　

屋

出

水

政

義　

71　

古　

浜

前　

田　
　

登　
　

83　

柴　

引

荒

木

ヒ

サ　

84　

西
之
口

吉　

永　

ハ
ツ
子　

81　
太
田
原
住
宅

荒

川

一

男　

99　

鹿　

島

阿

田

正

幸　

90　

華
の
家

岩　

松　

カ
メ
ヨ　

89　
　

麓

竹

林

正

美　

81　

籠
土
山

小

田

隼

雄　

67　

平
和
団
地

大　

山　

ミ
ツ
子　

75　

東
水
流

田　

代　

サ
ツ
ヱ　

81　
天
神（
野
田
）

寺　

下　

田
鶴
子　

93　

平
松
東

井
手
上　

澄　

雄　

81　

荘　

上

川　

下　

ユ
キ
エ　

83　

芭　

蕉

森

田

敦

子　

80　

諏
訪
馬
場

　

落　
　

ミ
ツ
ヱ　

88　

米
ノ
津
前

小　

川　

榮　

二　

61　

溝　

下

坂　

下　

心　

愛　

4　

仮　

屋

（
１
月
５
日
～
２
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

一
丁
田　

正　

輝　
（
今
釜
西
）

大　

人　

喜
久
子　
（
表
郷
西
）

今　

釜　

幸　

子　
（
今
釜
中
）

紫
牟
田　

通　

明　
（
西
之
口
）

簗　

瀬　

熊　

助　
（
野　

平
）

木　

下　

則　

雄　
（
沖　

田
）

大　

島　

久　

子　
（
別　

府
）

倉　

田　

誠　

志　
（
上
り
立
）

奥　

薗　

勝　

海　
（　

麓　

）

内　

村　

ヨ
シ
ヱ　
（
東
大
野
原
）

郷　

田　

建　

一　
（
砂　

原
）

池　

嶋　
　

學　
　
（
中
塩
屋
）

面　

高　

ト
シ
子　
（
大　

平
）

井　

手　
　

忠　
　
（
上
水
流
）

白
男
川　

邦　

彦　
（
朝
日
町
）

　

濵　
　

セ
イ
子　
（
中
塩
屋
）

大　

平　

国　

重　
（
上
水
流
）

犬　

童　

秋　

男　
（
今
釜
中
）

新　

田　

惠
津
子　
（
千
本
付
）

森　

田　

惠　

子　
（
茶
円
堀
）

出　

塩　

ユ
ミ
子　
（
東
辺
田
）

中　

川　

ミ
チ
ヨ　
（
八　

坊
）

　

杉　
　

勝　

利　
（
小　

島
）

谷　

村　

直　

雄　
（
東
大
野
原
）

宮　

下　

光　

子　
（
荒　

崎
）

添　

田　

京　

子　
（
今　

村
）

今　

井　

い
つ
子　
（
東
京
都
）

前　

田　

政　

秀　
（
柴　

引
）

宮　

路　

篤　

雄　
（
名
古
東
）

大　

井　

文　

明　
（
上　

屋
）

荒　

木　

和　

子　
（
下
古
市
）

山　

下　

素　

直　
（　

浦　

）

山　

下　

良　

行　
（
上
竪
馬
場
）

池　

添　

八　

郎　
（
宮
崎
市
）

吉　

永　

仁　

志　
（
太
田
原
住
宅
）

荒　

川　

篤　

廣　
（
鹿　

島
）

岩　

松　

昭　

勝　
（　

麓　

）

出　

水　

秀　

子　
（
古　

浜
）

井
手
上　

ハ
ツ
子　
（
荘　

上
）

森　

田　

行　

男　
（
諏
訪
馬
場
）

川　

下　

冨　

治　
（
芭　

蕉
）

小　

川　

久
美
子　
（
溝　

下
）

中　

尾　

三　

男　
（
東　

町
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

３　　　　　月

日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井 上 ☎63︲2333

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西 町 ☎62︲8801

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿 久 根 市 ☎72︲0040

［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88︲2595

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄 町 ☎62︲0167

11日（日）

［当］ 野田診療所 内科 仮 屋 ☎84︲2023

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春 日 町 ☎63︲7011

［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿 久 根 市 ☎73︲3639

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88︲5040

［児］ キッズクリニック 小児科 向 江 ☎63︲7707

18日（日）

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東 大 野 原 ☎64︲1187

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早 馬 ☎64︲8800

［当］ 植村整形外科 整外科 阿 久 根 市 ☎72︲1041

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿 久 根 市 ☎75︲2121

［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88︲6405

［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿 島 ☎64︲1500

20日（火）

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千 本 付 ☎62︲2311

［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太 鼓 橋 ☎64︲2101

［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿 久 根 市 ☎73︲4180

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86︲0054

25日（日）

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表 郷 東 ☎64︲1313

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平 良 馬 場 ☎62︲0241

［当］ 上園医院 内・小児科 阿 久 根 市 ☎73︲1055

［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88︲2595

［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67︲1611

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間

出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

３月１日〜同４日 あかつき電化 ☎62－0650

携帯電話
（090－7397－7898）

軸薗設備工業 ☎82－0889

携帯電話
（090－7154－7490）

３月５日〜同11日 三 和 住 設 ☎62－5114 第 一 産 業 ☎84－2089

３月12日〜同18日 井 手 口 電 設 ☎62－0901 柏 木 産 業 ☎82－1474

３月19日〜同25日 太田電機工業所 ☎63－1966 三 友 建 設 ☎82－0173

３月26日〜同31日 北 薩 設 備 ☎62－6011 別府水道住宅設備 ☎84－2080

１日（木） ▼防火パレード（午前９時・市内全域）
３日（土）・４日（日） ▼ひなまつり盆点（午前10時・公開武家屋敷「竹添邸」）
５日（月） ▼出水寄席桂歌丸三遊亭円楽二人会（午後６時・市文化会館）
10日（土） ▼市制施行５周年記念陸上自衛隊第８音楽隊演奏会（午後６時、市文化会館）
17日（土） ▼九州新幹線全線開業１周年記念ツルを送る祭り（正午、出水公会堂）
20日（火）・21日（水） ▼中の市（午前７時、高尾野駅前交差点周辺）　　

３月の主な行事

３月 4 日 ３月 20 日

橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0508 阿久根市 村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春日町

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡瀬口 さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千本付

ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜　町 め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太鼓橋

３月 11 日 ３月 25 日

田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0888 東大野原 あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市

野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮　屋 い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表郷東

３月 18 日 ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場
椎 原 歯 科 医 院 歯科 ☎67－4111 新　町
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早　馬

※歯科医院診療時間　午前 8 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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出
水
で
は
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら

が
荒
崎
と
東
干
拓
に
１
カ
所

ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
水
に
渡
来
し
た
ツ
ル
の
多

く
が
こ
れ
ら
の
ね
ぐ
ら
を
利

用
し
て
お
り
、
夜
の
間
は
集

団
で
休
み
、
夜
が
明
け
る
と

家
族
や
仲
間
と
と
も
に
飛
び

立
ち
ま
す
。

  

こ
う
し
た
ツ
ル
の
様
子
を

観
察
す
る
た
め
１
月
22
日
の

朝
、
荒
崎
で「
ツ
ル
の
ね
ぐ

ら
観
察
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。
朝
の
光
の
中
を
ツ
ル
が

連
な
っ
て
飛
ぶ
姿
は
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
は
羽
数
調
査
の
体
験
を

し
、
次
々
と
飛
び
立
つ
ツ
ル

の
数
を
一
生
懸
命
数
え
て
い

ま
し
た
。

　

３
月
３
日
は
桃
の
節
句
、

ひ
な
祭
り
で
す
ね
。

　

娘
の
健
や
か
な
成
長
と
幸

せ
を
願
い
ひ
な
人
形
を
ひ
な

壇
に
飾
る
女
の
子
の
お
祭
り

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

昔
は
災
い
を
も
た
ら
す
邪
気

が
入
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
季
節
の
節
目
の
邪
気

ば
ら
い
と
し
て
老
若
男
女
を

問
わ
ず
み
ん
な
の
幸
せ
を
願

う
行
事
で
し
た
。

　

公
開
武
家
屋
敷「
竹
添
邸
」

に
は
雅
で
華
や
か
な
ひ
な
飾

り
が
３
月
31
日
ま
で
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

撮
影
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
竪
馬
場
自
治
会
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『今月の問題』
次のうち
ウグイスはどれでしょう？
Ａ 慈鳥
Ｂ 匂鳥
Ｃ 時鳥

☆答えはホームページか来月号で
　（先月号の答えは

Ｂ　マナヅルでした。）

出
水
市
市
制
施
行

　　

平
成
18
年
３
月
13
日
の
１
市
２
町
合
併
に
よ

る
新
し
い
出
水
市
の
誕
生
か
ら
早
５
年
以
上
の

歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
３
月
19
日
に
市
制
施
行
５

周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の

大
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
諸
般
の
事
情

か
ら
、
こ
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
い
く

つ
か
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
ま
た
は
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。

　

今
回
、
２
月
18
日
に
開
催
し
た
出
水
市
生
涯

学
習
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の
中

で
、
未
実
施
で
あ
っ
た
市
制
施
行
５
周
年
記
念

特
別
功
労
者
表
彰（「
ふ
る
さ
と
功
労
部
門
」は
、

先
に
表
彰
済
み
）を
行
い
ま
し
た
。

部　門 職　名 氏　名

特 別 功 労

前出水市副市長 大田　正隆
前出水市副市長 平原　三男
前出水市教育委員会
教育長 中川　正隆

地方自治功労

前出水市選挙管理委
員会委員長 本　　重美

前出水市消防団団長 野間口岩見
前出水地区危険物安
全協会会長 松山　　勇

教育文化功労 元野田町文化協会
会長 石澤　　忍

社会福祉功労

前出水郡医師会会長 中村　　徹
前出水郡歯科医師会
会長 福留　重夫

前出水市老人クラブ
連合会会長 山内　岩雄

前出水市視覚障害者
協会会長 池上ユキ子

ふるさと功労

前関東ふるさと出水
会会長 中村　　節

前東京高尾野会会長 轟木　昭俊
前東京野田会会長 田代　貞幸
前（初代）福岡・出
水交流会会長 故 坂井修己

特別功労者の方 （々敬称略）

５
周
年
記
念
特
別
功
労
者
表
彰




